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◎ 

 地球が太陽のまわりを１年で１周すること。 

  

  

という。真夜中に同じ星座が見える位置は、１か月に 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

(１) ペガスス座が真夜中の南の空に見えるときの地球の位 
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図１ 
図１は、地球と太陽、主な星座の位置関係を示している。 
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